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●故障の状態 送信受信共に不良

●初期診断 ディスプレイの表示は正常
オールリセットで立ち上げると１４メガ帯良好
その他のバンドは送受信ともに不可
バンド切り替えしているとその他のバンドもよくなる
こともある。
よくなったり、悪くなったりとにかく不安定

●故障箇所の探求 悪い状態の時はＰＬＬがアンロック状態である
ＰＬＬ回路の各部調整箇所をマニュアルに沿って再調整
しかし、バンドによっては、ロックしたりしなかったり
また、ロック状態も時間が経てばロックが外れかかったり
調整による復旧は不可
可能なかぎり、ＰＬＬ各部の信号波形をオシロで追跡観測
全体的にＲＦレベルが小さいが 故障原因ではなさそう、 、、

刻々状態が変化するので、電気的探求をあきらめ、原始的
探求に切り替え（ヘアードライヤーとキュー冷スプレー）

ＰＬＬのサブループ回路のＶＣＯのあたりを冷暖すると、
明確に状態が変化することが判明。
ＶＣＯとバッファーの電圧を測定したところ、バッファー
トランジスターのＢ－Ｅ間電圧の異常が判明。





●交換部品 Ｑ２０２のエミッタ抵抗Ｒ２０８ ３３０オーム １個

●最終調整 マニュアルに従って、ＰＬＬ回路を再調整して
修理完了とする。

●修理に要した費用

サンハヤトのキューレイは故障箇所探求用
ＦＥＴは当初の見立てで交換してみたが直らなかったもの

サンハヤトヨンエーキューレイ ＱＲＡ－Ｓ４８１
送料込み ￥２，３７０．－
ＦＥＴ ２ＳＫ１９２Ａ ￥１，１００．－

Ｒ２０８

これを交換


